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「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
実
現
の

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
観
光

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
部
局
間
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
、
観

光
振
興
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
エ
リ
ア
を
計
画

的
に
整
備
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ど
の
エ
リ
ア
？

整
備
は
大
き
な
二
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

計
画
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
市
の
北
部
に
位
置
し
、
安
曇
野
の
豊

富
な
水
資
源
を
有
す
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域

は
都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ
る
「
安
曇
野
水
辺

の
里
地
区
」
と
し
て
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
市
の
南
部
に
位
置
す
る
地

域
で
、北
部
に
集
中
し
て
い
る
観
光
の
動
線
を
、

よ
り
長
く
滞
在
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
た
め
に

整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
安
曇
野
水
辺
の
里
」拠
点
整
備

安
曇
野
暮
ら
し
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
恵
み
で

あ
る
「
水
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
上
図
の
地
区
は
来
訪
者
が
多
い
地
域

で
あ
り
、
自
然
環
境
が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
拠
点
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
水
を
感
じ
る
空
間
の
拠
点
と

し
て
、
三
角
島
、
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
せ

せ
ら
ぎ
、
安
曇
野
の
里
、
万
水
川
の
各
周
辺
の

整
備
。
来
訪
者
の
回
遊
性
を
高
め
る
基
盤
整
備

と
し
て
穂
高
駅
前
周
辺
。
西
山
山
麓
の
観
光
拠

点
と
し
て
、
平
成
27
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
し

ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。南

部
エ
リ
ア
の
拠
点
整
備

ま
た
、
市
の
南
部
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
は
、

三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
富
士
山
の
見
え
る
展
望

台
の
新
設
、
登
山
道
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
整
備
は
、
大
滝
山
登
山
道
か
ら
、
蝶
が

岳
や
徳
本
峠
に
向
か
う
登
山
道
を
含
め
た
基
盤

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
整
備
を
皮
切
り

に
、
南
部
エ
リ
ア
の
魅
力
を
発
信
し
、
周
遊
型

観
光
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

水
辺
の
里
の
拠
点
整
備
は
、
平
成
26
～
30
年

に
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
三
郷
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
展
望
台
は
平
成
26
～
27
年
に
か
け
て
整

備
を
し
ま
す
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
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光
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施
設
や
エ
リ
ア
の

整
備
は
ど
う
な
る
!?

市
で
は
、
観
光
拠
点
と
な
る
施
設
や
エ
リ
ア
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な
整
備
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▶連続テレビ小説「おひさま」の
ロケ地にもなった自然体験交流
センターせせらぎ。散策路を整
備する予定です。

都市再生整備計画「安曇野水辺の里地区」
三郷スカイライン整備

▶三郷スカイラインからの眺望。富士山や
安曇野を西から一望できるスポット。

山 岳観光は、アルプスを背景にしてい

る安曇野だからこそできる取り組み

だといえます。主要な登山道が複数あり、

周辺には天然温泉を有する宿泊施設がある

など、その条件にも恵まれています。三郷

スカイライン・展望台を整備することで、

滞在型山岳観光を推進します。また、周辺

地域は「リンゴ」を中心としたグリーン・

ツーリズムにも取り組んでいる地域です。

将来的には幹線道路などのインフラ整備を

計画し、南部エリアからの交流人口の拡大

にも取り組んでいく計画です。

【グリーン・ツーリズム】
農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽
しむ滞在型の余暇活動。

▶平成 27 年 7 月にオープン予定の「安曇野しゃ
くなげの湯」。周辺も安曇野の自然環境に配慮
した整備を計画します。

▶万水川、蓼川、欠の川に囲まれた自然豊
かな場所「三角島」。遊歩道や橋などを
整備する予定です。

▶穂高駅前の整備を行うことで、
安曇野市観光の玄関口として活
性化を図ります。

観光にかかわる
整 備 計 画

「水」を感じる空間の
拠点整備

来訪者の回遊性を高める
基盤整備

西山山麓の
観光拠点整備

安曇野の里


